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ボリュームのオフライン問題を解決します

Active IQ Unified Manager でボリュームのオフライン問題を
解決する

このワークフローでは、Unified Managerの[イベント管理]インベントリ ページに表示さ
れるボリューム オフライン イベントを評価して解決する方法の例を示します。このシナ
リオでは、管理者がUnified Managerを使用してボリューム オフライン イベントを解決
します。

開始する前に

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

ボリュームがオフライン状態と報告された場合は、いくつかの理由が考えられます。

• SVM管理者が意図的にボリュームをオフラインにした。

• ボリュームをホストしているクラスタ ノードが停止し、そのHAペア パートナーへのストレージ フェイル
オーバーも失敗した。

• ボリュームをホストしているStorage Virtual Machine（SVM）のルート ボリュームをホストしているノー
ドが停止したために、SVMが停止した。

• 2つのRAIDディスクで同時に障害が発生したために、ボリュームをホストしているアグリゲートが停止し
た。

[イベント管理]インベントリ ページ、および[クラスタ / 健全性]、[Storage VM / 健全性]、[ボリューム / 健全
性]の各詳細ページを使用して、上記の可能性が1つ以上該当するかどうかを確認できます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、*イベント管理*をクリックします。

2. 「イベント管理」インベントリページで、「アクティブな可用性イベント」を選択します。

3. 「ボリュームはオフライン」イベントのハイパーテキスト リンクをクリックします。

可用性イベントの[イベントの詳細]ページが表示されます。

4. このページで、SVM管理者が対象のボリュームをオフラインにしたことを示すメモがないか確認します。

5. 「イベント」の詳細ページでは、以下のタスクのうち1つ以上に関する情報を確認できます。

◦ 実行可能な診断のガイダンスを得るために、[原因]フィールドに表示される情報を確認します。

この例では、[原因]フィールドの情報から、該当のボリュームのみがオフラインになっていることがわ
かります。

◦ SVM管理者が意図的に該当ボリュームをオフラインにした形跡がないか、「メモと更新情報」の領域
を確認してください。

◦ イベントのソース（ここではオフライン状態と報告されたボリューム）をクリックして、ボリューム
の詳細情報を参照します。
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◦ イベントを管理者に割り当てます。

◦ イベントに応答するか、またはイベントを解決済みとマークします（該当する場合）。

Active IQ Unified Manager でボリュームオフライン状態に対
する診断アクションを実行する

オフラインと報告されたボリュームの[ボリューム / 健全性の詳細]ページに移動したら、
ボリュームのオフライン状態の診断に役立つ追加情報を検索できます。

開始する前に

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

オフラインと報告されたボリュームが、意図的にオフラインにされたのではない場合は、いくつかの理由が考
えられます。

オフライン ボリュームの[ボリューム / 健全性の詳細]ページから他のページやペインに移動して、考えられる
原因を確認または解決することができます。

• Volume / Health の詳細ページへのリンクをクリックして、ホストノードがダウンしているためにボリュ
ームがオフラインになっているか、また、HAペアパートナーへのストレージフェイルオーバーも失敗し
たかを確認してください。

"ボリュームのオフライン状態がノードのダウンによって引き起こされているかどうかを判断する"を参照
してください。

• ボリューム / ヘルス の詳細ページへのリンクをクリックして、ボリュームがオフラインになっているかど
うか、また、そのSVMのルートボリュームをホストしているノードがダウンしているためにホストストレ
ージ仮想マシン（SVM）が停止しているかどうかを確認します。

"ボリュームがオフラインかどうか、またノードがダウンしているためにSVMが停止しているかどうかを
判定する"を参照してください。

• ボリュームがホストアグリゲート内の障害ディスクによってオフラインになっているかどうかを確認する
には、「ボリューム／健全性」の詳細ページへのリンクをクリックしてください。

"ボリュームのオフライン状態の原因がアグリゲート内の破損ディスクであるかどうかの判別"を参照して
ください。

関連情報

"Unified Managerのユーザ ロールと機能"

ホストノードがダウンしているためボリュームがオフラインに
なっているかどうかを Active IQ Unified Manager で確認する

Unified Manager Web UIを使用して、ボリュームがオフラインになっている原因が、ボ
リュームのホスト ノードの停止およびそのHAペア パートナーへのストレージ フェイル
オーバーの失敗であるかどうかを確認することができます。

2

https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-918/config/reference_unified_manager_roles_and_capabilities.html


開始する前に

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

ボリュームのオフライン状態の原因が、ホスト ノードの障害とその後のストレージ フェイルオーバーの失敗
であるかどうかを判別するには、次の手順を実行します。

手順

1. オフライン ボリュームの「ボリューム／健康状態」詳細ページの「関連デバイス」ペインで、SVM の下
に表示されているハイパーテキストリンクを見つけてクリックします。

[Storage VM / 健全性の詳細]ページに、オフライン ボリュームのホストStorage Virtual Machine（SVM）
に関する情報が表示されます。

2. 「Storage VM / Health」詳細ページの「Related Devices」ペインで、「Volumes」の下に表示されている
ハイパーテキストリンクを探してクリックします。

「健全性：全ボリューム」ビューには、SVMがホストするすべてのボリュームに関する情報が表形式で表
示されます。

3. 「Health: All Volumes」ビューの「State」列ヘッダーで、フィルタシンボル をクリックし、「Offline」
オプションを選択します。

オフライン状態のSVMボリュームのみが一覧表示されます。

4. 「ヘルス：すべてのボリューム」ビューで、グリッドシンボル  をクリックし、「クラスタノード」オ
プションを選択します。

「クラスタノード」オプションを見つけるには、グリッド選択ボックス内をスクロールする必要がある場
合があります。

[クラスタ ノード]列がボリューム インベントリに追加され、それぞれのオフライン ボリュームをホスト
しているノードの名前が表示されます。

5. 「Health: All Volumes」ビューで、オフライン ボリュームのリストを見つけ、「Cluster Node」列でホス
ティングノードの名前をクリックします。

[クラスタ / 健全性の詳細]ページの[ノード]タブに、ホスト ノードが属しているノードのHAペアの状態が
表示されます。ホスト ノードの状態とクラスタ フェイルオーバー処理の成果が画面に示されます。

ボリュームのオフライン状態の原因が、そのホスト ノードの停止およびHAペア パートナーへのストレージ
フェイルオーバーの失敗であることを確認したら、適切な管理者またはオペレータに連絡して、停止したノー
ドの手動による再起動と、ストレージ フェイルオーバーの問題の解決を依頼します。

ボリュームが Active IQ Unified Manager でオフラインになっ
ているのは SVM が停止しているためかどうかを確認する

Unified Manager Web UIを使用して、ボリュームがオフラインになっている原因が、そ
のホストStorage Virtual Machine（SVM）のルート ボリュームをホストするノードの停
止に起因してSVMが停止したためであるかどうかを確認することができます。

開始する前に
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オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

ボリュームのオフライン状態の原因が、そのホストSVMのルート ボリュームをホストするノードの停止に起
因するSVMの停止であるかどうかを判別するには、次の手順を実行します。

手順

1. オフライン ボリュームの「ボリューム／健康状態」詳細ページの「関連デバイス」ペインで、SVM の下
に表示されているハイパーテキストリンクを見つけてクリックします。

ストレージVM / ヘルス詳細ページには、ホストSVMの「running」または「stopped」の状態が表示さ

れます。SVMの状態が「running」の場合、ボリュームがオフラインになる原因は、そのSVMのルート
ボリュームをホストしているノードがダウンしていることではありません。

2. SVMのステータスが停止中の場合は、*SVMの表示*をクリックして、ホスティングSVMが停止した原因を
さらに特定してください。

3. *ヘルス：すべてのストレージVM*ビューのSVM列ヘッダーで、フィルタシンボル  をクリックし、次に
停止したSVMの名前を入力します。

指定したSVMの情報が表形式で表示されます。

4. 「ヘルス：すべてのストレージ VM」ビューで、 をクリックし、「ルートボリューム」オプションを選
択します。

[ルート ボリューム]列がSVMインベントリに追加され、停止したSVMのルート ボリュームの名前が表示
されます。

5. 「ルートボリューム」列で、ルートボリュームの名前をクリックすると、そのボリュームの Storage VM /

Health 詳細ページが表示されます。

SVMルート ボリュームのステータスが「(オンライン)」である場合は、元のボリュームのオフライン状態
の原因が、そのSVMルート ボリュームをホストするノードの停止ではないことがわかります。

6. SVMルート ボリュームのステータスが「(オフライン)」の場合は、SVMルート ボリュームの[ボリューム /

健全性の詳細]ページの[関連デバイス]ペインで[アグリゲート]に下に表示されるハイパーテキスト リンク
を探してクリックします。

7. アグリゲートの「アグリゲート / 健全性」詳細ページの「関連デバイス」ペインにある「ノード」の下に
表示されているハイパーテキストリンクを見つけてクリックします。

[クラスタ / 健全性の詳細]ページの[ノード]タブに、SVMルート ボリュームのホスト ノードが属している
ノードのHAペアの状態が表示されます。ノードの状態が画面に示されます。

ボリュームのオフライン状態の原因が、そのボリュームのホストSVMのオフライン状態であり、さらにその
状態の原因がSVMのルート ボリュームをホストするノードの停止であることを確認したら、適切な管理者ま
たはオペレータに連絡して、停止したノードを手動で再起動するように依頼します。

ディスクの破損が原因でボリュームがオフラインになっている
かどうかを Active IQ Unified Manager で確認する

Unified Manager Web UIを使用して、ボリュームがオフラインになっている原因
が、RAIDディスクの問題によりそのホスト アグリゲートがオフラインになったためで
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あるかどうかを確認することができます。

開始する前に

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

ボリュームのオフライン状態の原因が、RAIDディスクの問題によりホスト アグリゲートがオフラインになっ
たためであるかどうかを判別するには、次の手順を実行します。

手順

1. 「ボリューム/ヘルス」詳細ページの「関連デバイス」ペインにある「アグリゲート」の下に表示されてい
るハイパーテキストリンクを探してクリックします。

[アグリゲート / 健全性の詳細]ページに、ホスト アグリゲートのステータスが「オンライン」または「オ
フライン」と表示されます。アグリゲートのステータスがオンラインである場合、ボリュームがオフライ
ンになっている原因はRAIDディスクの問題ではありません。

2. アグリゲートのステータスがオフラインの場合は、*ディスク情報*をクリックし、*ディスク情報*タブの*

イベント*リストで破損したディスクイベントを探してください。

3. 破損したディスクをさらに特定するには、*関連デバイス*ペインの「ノード」の下に表示されているハイ
パーテキストリンクをクリックしてください。

[クラスタ / 健全性の詳細]ページが表示されます。

4. *ディスク*をクリックし、*フィルター*ペインで*破損*を選択すると、破損状態のすべてのディスクが表示
されます。

破損状態のディスクがホスト アグリゲートのオフライン状態の原因である場合は、[影響を受けるアグリ
ゲート]列にアグリゲートの名前が表示されます。

ボリュームのオフライン状態の原因が、RAIDディスクの破損とそれによるホスト アグリゲートのオフライン
状態であることを確認したら、適切な管理者またはオペレータに連絡し、手動による破損ディスクの交換とア
グリゲートをオンラインに戻す処理を依頼します。
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し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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